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１．医歯学総合研究科博士課程医歯学系専攻の概要 

 

人材育成目標 

医学と歯学の両分野の専門的知識を熟知し、他分野との緊密な連携により世界をリードする研究者、

教育戦略を打ち立て実行できる心豊かな教育者、高い倫理観を有する研究心旺盛な高度専門医療人、そ

して新しい時代を開拓するオピニオンリーダーを育成する。 

アドミッションポリシー 

本専攻が掲げる人材育成目標に鑑みて、本専攻では、幅広い視野と創造性、自立性、倫理観を備えて

おり、自分の考えを論理的かつ的確に表現する能力と研究遂行に必要な英語力を有している者で、下記

の項目のいずれかに該当する者を求める。 

・ 医学領域に関する高度な学識および実務能力を持ち、さらなる関心と研究への強い意欲を有して

いる。 

・ 歯学領域に関する高度な学識および実務能力を持ち、さらなる関心と研究への強い意欲を有して

いる。 

・ 生命理学領域に関する高度な学識および実務能力を持ち、さらなる関心と研究への強い意欲を有

している。 

・ 生体工学領域に関する高度な学識および実務能力を持ち、さらなる関心と研究への強い意欲を有

している。 
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カリキュラムポリシー 

医学・歯学領域での高度な研究・教育・医療における専門性を追求するとともに分野間あるいは他領

域との連携、生命科学に必要な倫理的・社会的な側面についても十分対応できるよう、またコースワー

クとリサーチワーク（研究実習）のバランスおよびそれらの有機的なつながりを重視して教育を推進す

る。 

コースワーク 

1. コースワークは、原則として１－２年目で履修する。ただし、大学院セミナー、特別講義および

特別プログラムは１－４年目で履修する。 

2. 倫理などの生命科学全般の基礎や研究遂行に必要な方法論の教育のために、初期研究研修プログ

ラムを設定している。 

3. 高度の専門性を修得することを目的に、所属分野の特論を履修する。 

4. 包括的な臨床知識、技術を修得することを目的に、複数の分野の臨床演習を履修する。 

5. 他分野・他領域との連携的な学術修得のために、所属分野以外が開設する特論を履修する。 

6. リサーチワークとの円滑なつながりを確保するために、所属分野の演習を履修する。 

7. 学内外の高度専門家を講師として、多彩なテーマで「大学院セミナー」、「特別講義」を開催し

ており、必要に応じて履修する。 

8. 年度ごとに特定のテーマに絞った特別プログラムが開設されており、プログラムのコースあるい

は講義単位で履修する。 
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9. 国際性の向上のため、外国語による専門分野の講義や外国語によるプレゼンテーション能力を養

成する講義を行なっている。 

リサーチワーク 

10. リサーチワークは、生命倫理、利益相反、遺伝子組換え等の委員会の承認のもと、原則として２

－４年目に行う。 

11. 原則、所属分野担当教員を責任者として、所属分野における専門的研究を行う研究実習科目を配

置している。分野間の共同研究あるいは研究指導委託による国内外の他の機関での研究もリサー

チワークの対象となる。 

12. 複数指導体制による研究指導および論文作成指導を行っている。 

その他 

13. 長期履修学生制度、早期修了制度、研究者養成コース、医学研究者早期育成（MD-PhD）コース、

歯学研究者早期育成（DDS-PhD）コースなどを用意し、多様な学生の要請に応えたカリキュラム

を用意している。 

 

ディプロマポリシー 

所定の期間在学し、医歯学系専攻の開設科目を履修して修了要件単位数を修得し、本専攻が行う博士

論文の審査及び最終試験に合格した次の要件を満たす者に学位を授与する。学位の名称は、医学領域に

おいては博士（医学）、歯学領域においては博士（歯学）、医学・歯学の連携領域又は多分野領域にお

いては博士（学術）とする。 
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1. 卓越した研究成果をあげており、人類の健康と福祉に貢献できる研究能力を有している。 

2. 高い専門性と倫理観を持ち、先駆的、独創的研究を指導できる能力を有している。 

3. 医歯学教育に関する多面的な知識と専門的知識をあわせ持ち、医学界、歯学界をリードする能力

を有している。 

4. 高度専門的医療人として、臨床研究において先駆的医療の発展に寄与できる能力を有している。

 

 

標準修業年限及び学位 

 

 標準修業年限 ４年 

 

所定の単位を修得し、博士論文審査に合格することにより次の学位のいずれかが取得でき 

ます。 

 

    博士（医学）    

 

    博士（歯学） 

 

    博士（学術） 



─ 5 ─

２．修了要件及び履修登録・取消について 
 

１．修了要件 

   本研究科に４年以上在学し、授業科目を 30 単位以上修得し、研究指導を受け、かつ本研究科の行う博士論文の審

査及び試験に合格することとする。 
 ※優れた研究業績を挙げた者と研究科委員会において認めた場合には、３年で修了することができる。 
 
２．履修方法 

１）本研究科において修得すべき 30 単位の履修方法は、次のとおりとする。 
  ○所属分野が開設する授業科目（特論、演習、研究実習） 18 単位 
   ・所属分野以外の授業科目の履修は特論のみ履修できる。（以下、同じ。） 

  ○本研究科が開設する授業科目  12 単位以上 
  ※履修登録にあたっては、事前に当該授業科目の担当教員と授業の履修方法等について、相談のうえ行うこと。 

  ※生命理工学系専攻の科目は英語で講義が行われることがあるので、事前に担当教員に確認すること。 

２）単位は原則として１年次に特論、１～２年次に演習、２～３年次に研究実習を履修するものとし、４年次は研究

課題に則した研究指導を受け、論文作成などの研究活動を行うものとする。 
    ただし、学則第 13 条に基づく長期履修学生が単位を修得する場合は、指導教員のもとで履修方法について、よ

く相談のうえ、計画的に履修を行うものとする。 
  ※本研究科の学生は、必要に応じ、所定の手続を経て他の大学院の授業科目を履修し、若しくは他の大学院、研究所

又は高度の水準を有する病院において研究指導を受け、若しくは休学することなく外国の大学院等に留学し、その

科目を履修し、又は研究指導を受けることができる。 
 ３）歯学系の分野に所属する学生は、必ず「医歯学総合研究科コース特論」を履修すること。 
 

履修例（1）医学系：一般的な履修モデル 
 環境社会医歯学講座 政策科学分野に入学した場合 
 ・所属分野が開設する授業科目   ・研究科が開設する授業科目 
   政策科学特論   ６単位     医療政策情報学特論         ６単位 

政策科学演習   ４単位     研究開発学特論           ６単位 
   政策科学研究実習 ８単位 
      計     18 単位       計                 12 単位 
                      合 計              30 単位 
 
履修例（2）歯学系：一般的な履修モデル 
 口腔機能再構築学講座 う蝕制御学分野に入学した場合 
 ・所属分野が開設する授業科目   ・研究科が開設する授業科目 
   う蝕制御学特論   ６単位    疼痛制御学特論       ６単位 

う蝕制御学演習   ４単位    医歯学総合研究科コース特論 ６単位（必修） 
   う蝕制御学研究実習 ８単位 
      計      18 単位        計         12 単位 
                       合 計        30 単位 
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３．成績 

１）成績評価について 

授業科目の成績は、以下の基準に従い、秀、優、良、可を合格、不可を不合格とする。 

評    価 GP 評価基準 

秀 Ｓ (Superior) ９０～１００点 ４ 
当該科目の到達目標を期待された水準

を超えて達成した 

優 Ａ (Excellent) ８０～８９点 ３ 当該科目の到達目標を全て達成した 

良 Ｂ (Good) ７０～７９点 ２ 当該科目の到達目標を概ね達成した 

可 Ｃ (Fair) ６０～６９点 １ 
当該科目の到達目標のうち最低限を達

成した 

不可 Ｄ (Failing) ０～５９点 ０ 当該科目の到達目標を達成していない 

 

２）ＧＰＡについて 

  ＧＰＡとは、履修した各科目の成績評価に対して、それぞれポイント（ＧＰ）を定め、成績の平均値を示す成績評価 
結果の表示方法のひとつである。ＧＰＡは当該年のものと累積のものを算出するが、成績証明書には累積ＧＰＡを表 
示するものとする。 
 
【ＧＰＡの算出方法】 

当該年度の （４×秀取得単位数＋３×優取得単位数＋２×良取得単位数＋１×可取得単位数＋０×不可取得単位数） 

ＧＰＡ＝                          当該年度の総履修登録単位数 

 
累  積  （４×秀取得単位数＋３×優取得単位数＋２×良取得単位数＋１×可取得単位数＋０×不可取得単位数） 

ＧＰＡ＝                            総履修登録単位数 

 
３）履修取消について 

 履修取消とは、一旦履修登録した科目を１１月３０日（月）までに本人からの請求により、履修を取り消すことを

いう。履修取消を行った科目に関しては、ＧＰＡには算出されず、成績証明書にも記載されない。 
   履修取消の手続きは、履修登録科目取消願（様式はホームページ「学部・大学院」→「大学院医歯学総合研究科（平

成 24 年度より改組）」→「学務部学務企画課」→「履修登録科目取消願」）により学務部学務企画課大学院教務第一

掛へ提出する。 
   なお、期日（１１月３０日）までに履修取消の手続きを行わず、自ら履修を放棄した場合は「不可」評価（ＧＰ

＝０）とする。 
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講座名 専攻分野 ペ＾－ジ 講座名 専攻分野 ページ

口腔病理学 36 国際健康推進医学 117

細菌感染制御学 38 国際環境寄生虫病学 太 田 伸 生 教 授 119

分子免疫学 東 み ゆ き 教 授 39 法医学 上 村 公 一 教 授 121

先端材料評価学 宇 尾 基 弘 教 授 41 政策科学 河 原 和 夫 教 授 123

口腔病態診断科学 出 雲 俊 之 准教授 43 分子疫学 村 松 正 明 教 授 125

有機材料学 由 井 伸 彦 教 授 45 研究開発学 高 瀬 浩 造 教 授 127

機能材料学 木 村 剛 准教授 47 医療政策情報学 伏 見 清 秀 教 授 129

口腔放射線腫瘍学 三 浦 雅 彦 教 授 49 先進倫理医科学 吉 田 雅 幸 教 授 131

顎口腔外科学 原 田 浩 之 教 授 51 法歯学 櫻 田 宏 一 教 授 133

口腔放射線医学 倉 林 亨 教 授 53 医療経済学 川 渕 孝 一 教 授 135

麻酔・生体管理学 深 山 治 久 教 授 55 歯学教育開発学 森 尾 郁 子 教 授 137

疼痛制御学 嶋 田 昌 彦 教 授 57 健康推進歯学 川 口 陽 子 教 授 139

小児歯科学 宮新 美智世 准教授 59 スポーツ医歯学 上 野 俊 明 准教授 141

咬合機能矯正学 小 野 卓 史 教 授 61  歯学教育システム評価学 荒 木 孝 二 教 授 143

う蝕制御学 田 上 順 次 教 授 63 教育メディア開発学 木 下 淳 博 教 授 145

摂食機能保存学 三 浦 宏 之 教 授 65 保険医療管理学 藍 真 澄 教 授 147

歯髄生物学 興 地 隆 史 教 授 67

部分床義歯補綴学 若 林 則 幸 教 授 69 血流制御内科学 下 門 顕 太 郎 教 授 149

インプラント・口腔再生医学 春日井 昇平 教 授 71  リハビリテーション医学 森 田 定 雄 准教授 151

高齢者歯科学 水 口 俊 介 教 授 153

臨床検査医学 155

形成・再建外科学 岡 崎 睦 教 授 73 生体集中管理学 157

頭頸部外科学 朝 蔭 孝 宏 教 授 75 心療・緩和医療学 松 島 英 介 教 授 159

腫瘍放射線治療学 吉 村 亮 一 教 授 77 薬物動態学 安 原 眞 人 教 授 161

顎顔面解剖学 柴 田 俊 一 教 授 79 臨床医学教育開発学 田 中 雄 二 郎 教 授 163

認知神経生物学 泰 羅 雅 登 教 授 81 救急災害医学 大 友 康 裕 教 授 165

分子発生学 井 関 祥 子 教 授 83 臨床腫瘍学 三 宅 智 教 授 167

分子細胞機能学 85 障害者歯科学 篠 塚 修 准教授 169

金属材料学 塙 隆 夫 教 授 87 総合診療歯科学 171

バイオデザイン 高久田 和夫 教 授 89 歯科心身医学 豊 福 明 教 授 172

顎顔面外科学 原 田 清 教 授 91 歯科医療行動科学 俣 木 志 朗 教 授 174

顎顔面矯正学 森 山 啓 司 教 授 93 顎関節口腔機能学 176

顎顔面補綴学 谷 口 尚 教 授 95 先駆的医療人材育成 髙 田 和 生 教 授 178

細胞生物学 中 田 隆 夫 教 授 97

病態代謝解析学 畑 裕 教 授 99

運動器外科学 宗 田 大 教 授 101

硬組織構造生物学 103

硬組織薬理学 105

結合組織再生学 篠村 多摩之 准教授 107

硬組織病態生化学 109

分子情報伝達学 中 島 友 紀 准教授 111

無機材料学 山 下 仁 大 教 授 113

歯周病学 和 泉 雄 一 教 授 115

生
体
支
持
組
織
学

指導教員

老
化
制
御
学

３．医歯学総合研究科医歯学系専攻組織

指導教員

顎
顔
面
頸
部
機
能
再
建
学

口
腔
機
能
再
構
築
学

全
人
的
医
療
開
発
学

環
境
社
会
医
歯
学



─ 8 ─

講座名 専攻分野 ページ 講座名 専攻分野 ページ

神経機能形態学 寺 田 純 雄 教 授 180 臨床解剖学 秋 田 恵 一 教 授 270

システム神経生理学 杉 原 泉 教 授 182 システム発生・再生医学 浅 原 弘 嗣 教 授 272

細胞薬理学 田 邊 勉 教 授 184 包括病理学 北 川 昌 伸 教 授 274

分子神経科学 田 中 光 一 教 授 186 分子腫瘍医学 田 中 真 二 教 授 276

神経病理学 岡 澤 均 教 授 188 診断病理学 明 石 巧 准教授 278

眼科学 大 野 京 子 教 授 190  疾患モデル動物解析学 金 井 正 美 教 授 280

耳鼻咽喉科学 堤 剛 教 授 192  シグナル遺伝子制御学 中 村 正 孝 教 授 282

脳神経病態学 横 田 隆 徳 教 授 194 生体機能分子科学 平 野 智 也 准教授 284

精神行動医科学 西 川 徹 教 授 196 先端計測開発医学 286

脳神経機能外科学 前 原 健 寿 教 授 198 先端機器開発医学 野 村 典 正 准教授 288

血管内治療学 根 本 繁 教 授 200 バイオメカニクス 川 嶋 健 嗣 教 授 290

NCNP脳機能病態学 星 野 幹 雄 連携教授 202 生体界面工学 松 元 亮 准教授 292

生体材料機能医学 永 井 亜 希子 准教授 294

免疫アレルギー学 烏 山 一 教 授 204 遺伝制御学 木 村 彰 方 教 授 296

892学報情命生602授教司昇岡山学御制スルイウ

免疫治療学 神奈木 真理 教 授 208 遺伝子応用医学 三 木 義 男 教 授 299

環境生物学 原 正 幸 准教授 210 分子細胞遺伝学 稲 澤 譲 治 教 授 301

生体防御学 樗 木 俊 聡 教 授 212 遺伝生化学 北 嶋 繁 孝 教 授 303

病態細胞生物学 清 水 重 臣 教 授 214 構造生物学 伊 倉 貞 吉 准教授 305

703授教修浦三学科内液血612学化答応謝代

免疫応答制御学 安 達 貴 弘 准教授 217 分子内分泌代謝学 小 川 佳 宏 教 授 309

発生発達病態学 森 尾 友 宏 教 授 219 肝胆膵外科学 田 邉 稔 教 授 311

 膠原病・リウマチ内科学 上 阪 等 教 授 221 整形外科学 大 川 淳 教 授 313

皮膚科学 横 関 博 雄 教 授 223 画像診断・核医学 立 石 宇 貴秀 教 授 315

NCCHD成育医学 阿久津 英憲 連携教授 225 疾患ゲノミクス 石 川 俊 平 教 授 317

疾患多様性遺伝学 田 中 敏 博 教 授 319

人体病理学 江 石 義 信 教 授 227 応用再生医学 関 矢 一 郎 教 授 321

細胞生理学 竹 田 秀 教 授 229 JFCR腫瘍制御学 中 村 卓 郎 連携教授 323

分子細胞循環器学 古 川 哲 史 教 授 231

332学医謝代子分

幹細胞制御 田 賀 哲 也 教 授 234

分子薬理学 野 田 政 樹 教 授 236

細胞機能調節学 後 藤 利 保 准教授 238

統合エピゲノミクス 幸 田 尚 准教授 240

時間生物学 平 山 順 准教授 242

幹細胞医学 西 村 栄 美 教 授 244

統合呼吸器病学 稲 瀬 直 彦 教 授 246

消化器病態学 渡 辺 守 教 授 248

総合外科学 植 竹 宏 之 教 授 250

循環制御内科学 磯 部 光 章 教 授 252

心肺統御麻酔学 槇 田 浩 史 教 授 254

心臓血管外科学 荒 井 裕 国 教 授 256

腎臓内科学 内 田 信 一 教 授 258

生殖機能協関学 久保田 俊郎 教 授 260

腎泌尿器外科学 木 原 和 徳 教 授 262

消化管外科学 河 野 辰 幸 教 授 264

呼吸器外科学 大久保 憲一 教 授 266

都医学研疾患分子生物学 原 孝 彦 連携教授 268

指導教員

認
知
行
動
医
学

　

先
端
医
療
開
発
学

指導教員

生
体
環
境
応
答
学

器
官
シ
ス
テ
ム
制
御
学
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４．共通科目授業内容
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Initial Research Training  

 (for international students) 
 

（Code：３１０２ 1st year １unit） 
 

 

[Course Description]   

Research work should be done in accordance with various rules and regulations including those related to 

ethics, and those related to handling of toxic substances, radioactive materials and animals. This series of lectures 

introduce rules and regulations that the students should follow during research work. Also, the students learn how to 

use libraries and data bases, and how to avoid scientific misconducts. 

 

[Grading]   

Attendance 

 

[Course Schedule]   

See the next page; Table 

 

 [Notes]   

If you register “Initial Research Training”, you must choose one “for Japanese” (Code: 3002) or “for 

international students” (Code: 3102).  

If you are the Japanese or the international students who are fluent speakers of Japanese, you should be 

advised to take part in “Initial Research Training for Japanese” (Code: 3002).  

 

[Inquiring]   

Educational Planning Section 

TEL 5803-4679,4676 
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《共通科目》 

医歯学総合特論（大学院セミナー） 
Special Lecture of Global Medical and Dental Study 

 
特論（科目コード：８６０１ ２単位） 

 
１．担当教員  博士課程教育委員長 

  問合せ先  学務企画課 TEL 5803－4676、4679 
 
２．授業科目の教育内容および講義日時 

   毎年３から４のトピックスを選び学内外の専門家による大学院セミナーを開催している。今年度の予定は次のとお

りだが、日程、講演者等については決定次第、掲示板及びホームページ等で随時通知する。 
 

第 44 回 大学院セミナー 未定 
 

第 45 回 大学院セミナー 未定    
 
第 46 回 大学院セミナー 「がん」 

平成 27 年 11 月(予定) 
※次世代がん治療推進専門家養成プランと共催 
 

     第 47 回 大学院セミナー  「駿河台シンポジウム」 
                   平成 27 年 11 月(予定） 
                       
  大学院セミナーは博士課程授業科目「医歯学総合特論」２単位として認定される。 
  各講義は本科目の履修に関わらず聴講可能である。 
 
３．講義室 

  原則として、共用講義室２（M&D タワー2 階）又は歯学部特別講堂（歯科外来棟 4 階）で行う。 
 
４．評価方法 

  科目登録者には出席票を配布する。６回以上出席した出席票を提出した者に単位を認定する。 
  規程回数以上の出席に加えて医歯学総合特論（大学院セミナー）における積極的な取組姿勢を総合的に勘案して評価

する。 
 
【出席票について】 

   ・セミナー終了後、受付で確認印を受けるか、指導教員に報告のうえ認印（サイン）を受ける。 
    ・医歯学総合特論（大学院セミナー）における積極的な取組姿勢の確認・学生への出席票へのサインの記入は、医

歯学総合特論（大学院セミナー）を主催する分野の教員が行う。 
   ・単位認定の唯一の根拠となるため、破損・紛失のないよう取り扱いに注意する。紛失した場合、新しい出席票を

受け取ることは可能だが、それまでの出席はカウントされない。 
   ・３年次の２月末日までに学務企画課に提出する。学年を問わず、６回出席した時点で提出して差し支えない。 
    ３月以降に出席票を提出した者の単位認定は次年度となる。 
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《共通科目》 

医歯学先端研究特論（大学院特別講義） 

Special Lecture of Advanced Medical and Dental Study 
 

特論（科目コード：８６０２ ４単位） 
 
１．担当教員  博士課程教育委員長 

  問合せ先  学務企画課 TEL 5803－4676、4679 
 
２．授業科目の教育内容および講義日時 

   毎年 100 回前後の大学院特別講義を開催している。これは各研究室が取り組んでいるテーマのなかで先端の研究を

行っている研究者を招いて講義を行うものである。今年度の予定は次項一覧表のとおりだが、日程、会場等について

は決定次第、掲示板及びホームページ等で随時通知する。 
   大学院特別講義は医歯学系専攻博士課程授業科目「医歯学先端研究特論」４単位として認定される。 
   各講義は本科目の履修に関わらず聴講可能である。 
 
３．評価方法 

  科目登録者には出席票を配布する。３年間で 30 回以上の出席者が対象になる。 
  規程回数以上の出席に加えて医歯学先端研究特論（大学院特別講義）における積極的な取組姿勢を総合的に勘案して

評価する 
 
【出席票について】 
 ・出席ごとに指導教員に報告のうえ認印（サイン）を受ける。 

    ・医歯学先端研究特論（大学院特別講義）における積極的な取組姿勢の確認・学生への出席票へのサインの記入は

医歯学先端研究特論（大学院特別講義）を主催する分野の教員が行う。 
・単位認定の唯一の根拠となるため、破損・紛失のないよう取り扱いに注意する。紛失した場合、新しい出席票を

受け取ることは可能だが、それまでの出席はカウントされない。 
   ・３年次の２月末日までに学務企画課に提出する。学年を問わず、30 回出席した時点で提出して差し支えない。 
    ３月以降に出席票を提出した者の単位認定は次年度となる。 
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No. 講義題目 講師 所属 担当分野

1
アジア太平洋地域における非感染症対策の現状と進捗評価指標の開
発

Dr. Hai-Rim
Shin

WHO西太平洋地域事務局・非感染症対
策部長

国際保健医療協力学

2 医学研究をめぐる倫理的諸問題について 位田　隆一
同志社大学大学院グローバル・スタ
ディーズ研究科・特別客員教授

先進倫理医科学

3 身体疾患患者の困難な訴えに対応するコツ 堀川　直史
埼玉医科大学総合医療センター　メンタ
ルクリニック・教授

心療・緩和医療学

4
ミスフォールド蛋白質/MHCクラスII分子複合体による新たな自己免疫
疾患発症機構

荒瀬　尚
大阪大学免疫学フロンティア研究セン
ター・教授

生体防御学

5 小さな酵母細胞から見えて来たオートファジーの世界 大隅　良典
東京工業大学 フロンティア研究機構・教
授

病態細胞生物学

6 染色体異常症候群における合併症の発症メカニズムの解明 北畠　康司 大阪大学 大学院医学系研究科・助教 発生発達病態学

7 胃がんの発生機構と早期診断治療に関する最近の進歩（仮題） 三木　一正
日本胃がん予知・診断・治療研究機構・
理事長／東邦大学・名誉教授／
がん研有明病院・顧問

人体病理学

8 グレリン　基礎から臨床へ 寒川　賢治 国立循環器病センター・研究所長 細胞生理学

9 脳に内在する再生機構 澤本　和延
名古屋市立大学大学院医学研究科
再生医学分野・教授

幹細胞制御

10 未定（睡眠、オレキシン関係） 柳沢　正史
筑波大学 国際統合睡眠医科学研究機
構（WPI-IIIS）・機構長

腎臓内科学

11 定量プロテオミクスの最前線 夏目　徹
独立行政法人　産業技術総合研究所
創薬分子プロファイリング研究センター・
研究センター長

システム発生・再生医学

12 急性白血病の理解と克服にむけた取り組み 石川　文彦
理化学研究所統合生命医科学研究セン
ター　グループディレクター・主任研究員

疾患モデル動物解析学

13 プロスタグランジン研究と産学連携 成宮　周
京都大学・メディカルイノベーションセン
ター長

分子内分泌代謝学

14 産業化を目指した同種軟骨細胞シートによる軟骨再生 佐藤　正人 東海大学 整形外科学・教授
運動器外科学／
応用再生医学（共催）

15 単一軸索の電気生理学：サブセルラー記録による研究の進歩 神谷　温之
北海道大学医学研究科神経生物学分
野・教授

システム神経生理学

16 脳発生および成体における神経幹細胞の運命制御 後藤　由紀子 東京大学薬学部分子生物学・教授 病態代謝解析学

17 未定 山本　昌昭
東京女子医科大学東医療センター・脳神
経外科客員教授／医療法人浦川会勝田
病院水戸ガンマハウス・脳神経外科部長

脳神経機能外科学

18 Optogeneticsを用いたグリア細胞の機能解析 松井　広
東北大学大学院医学系研究科・新医学
領域創成分野・准教授

分子神経科学

19 情動の神経機能解剖学的解析 篠田　晃
山口大学大学院機能神経解剖学分野
（山口大学医学部医学科）・教授

精神行動医科学

20 RNA editing異常による弧発性ALS発症メカニズム 郭　伸 国際医療福祉大学・特任教授 神経病理学

21 ALS診断と治療 梶　龍兒
徳島大学大学院　ヘルスバイオサイエン
ス研究部
神経科学分野（医学部神経内科）・教授

脳神経病態学

22 蛍光偏光顕微鏡開発とその応用 谷　知己
Associate Scientist. Marine Biological
Laboratory, Woods Hole,. Massachusetts,
USA.

神経機能形態学

23 透明化技術について 上田　泰己
東京大学薬理学講座システムズ薬理学・
教授

細胞薬理学

24 細胞の光パターニング 中西　淳
独立行政法人物質・材料研究機構
国際ナノアーキテクトニクス研究拠点・独
立研究者

細胞生物学

平成２７年度大学院特別講義

◎特別講義（医学系分野主催）
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No. 講義題目 講師 所属 担当分野

1 腸内環境を介した免疫制御の基礎的解明と免疫創薬・ワクチン開発への応用的展開 國澤　純 医薬基盤研究所ワクチンマテリアルプロジェクト 分子免疫学

2 腸内細菌学 本田　賢也 慶應義塾大学医学部 分子免疫学

3 未定 井本　逸勢 徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部 顎口腔外科学

4 未定 野原　幹司 大阪大学歯学部附属病院 顎口腔外科学

5 未定 木村　宏 東京工業大学生命理工学研究科 顎口腔外科学

6 歯科における侵襲制御学 宮脇　卓也 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科 疼痛制御学

7 局所麻酔薬が持つ性質　—臨床と基礎からの検討— 水間　謙三 岩手医科大学医学部 疼痛制御学

8 社会における小児歯科の役割 武井　啓一 武井歯科医院 小児歯科学

9 学校歯科医から見た地域歯科保健 長井　博昭 長井歯科診療所 小児歯科学

10 歯の移動の生体反応 山本　照子 東北大学大学院歯学研究科 咬合機能矯正学

11
OSAに対する顎顔面手術の応用、特に上気道形態とその生理学的・流体力学的分析方
法について

外木　守雄 日本大学歯学部 咬合機能矯正学

12 矯正臨床における諸問題とその解決に向けた試み 槇　宏太郎 昭和大学歯学部 咬合機能矯正学

13 Useful Tips for Cephalometrics and CBCT imaging 宮下　邦彦 宮下矯正歯科医院 咬合機能矯正学

14 Technological Design of Dental Materials（仮題） 岡田　浩一 クラレメディカル株式会社 う蝕制御学

15 The material science behind cements and newly developed materials（仮題） 伏島　歩登志 株式会社ジーシー う蝕制御学

16 Reconsideration of established endpoints of the dental treatment（仮題） 花田　信弘 鶴見大学歯学部 う蝕制御学

17 Technology in Dental Materials（仮題） 平田　広一郎 株式会社トクヤマデンタル う蝕制御学

18 Cell to cell communication in oral biofilm（仮題） 泉福　英信 国立感染症研究所 う蝕制御学

19 Fluoride and Caries prevention（仮題） 福田　康 ライオン株式会社 う蝕制御学

20 Development of Preventive GIOMER based on PRG Technology（仮題） Mark N Schwer 株式会社松風 う蝕制御学

21 咬合学を発展させるために 坂東　永一 徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部 摂食機能保存学

22 咬合学と歯科臨床 中野　雅徳 徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部 摂食機能保存学

23 レーザーで何ができるか？ 嶋倉　道郎 奥羽大学歯学部 摂食機能保存学

24 未定 佐々木　啓一 東北大学大学院歯学研究科 摂食機能保存学

25 遊離端ブリッジについて 福島　俊士 鶴見大学歯学部 摂食機能保存学

26 未定 末瀬　一彦
大阪歯科大学歯科審美学室
大阪歯科大学歯科技工専門学校

摂食機能保存学

27 再生エナメル質による新しい歯科材料の開発（仮題） 寺田　善博 奥羽大学歯学部 摂食機能保存学

28 インプラントの長期予後を獲得するための補綴装置の要件 近藤　尚知 岩手医科大学歯学部 摂食機能保存学

29 歯髄組織における免疫担当細胞と象牙芽細胞のクロストーク 大島　勇人 新潟大学大学院医歯学総合研究科 歯髄生物学

30 根管洗浄液の所要特性 木瀬　俊彦 株式会社ネオ製薬工業 歯髄生物学

31 根管充填用シーラーおよびガッタパーチャの所要特性 蒲原　敬 株式会社ジーシー 歯髄生物学

32 要介護高齢者に対する補綴治療 堀　一浩 新潟大学大学院医歯学総合研究科 部分床義歯補綴学

33 補綴的にみた顎骨再建 日比　英晴 名古屋大学大学院医学系研究科 部分床義歯補綴学

34 顎位と不定愁訴 西川　洋二 西川歯科医院 インプラント・口腔再生医学

35 リスクマネージメント 永山　正人 総合歯科クリニック永山ファミリー歯科 インプラント・口腔再生医学

36 インプラント治療におけるコンサルテーション 宮地　理津子 CURRENT・R株式会社 インプラント・口腔再生医学

37 脳における顔情報処理 永福　智志 福島県立医科大学医学部 認知神経生物学

38 動物のエピソード記憶 佐藤　暢哉 関西学院大学文学部 認知神経生物学

39 痛みの脳内機構 岩田　幸一 日本大学歯学部 認知神経生物学

40 ヒトの手操作運動の中枢性制御機構 大木　紫 杏林大学医学部 認知神経生物学

41 ヒストンの翻訳後修飾とエピジェネティクス 木村　宏 東京工業大学大学院生命理工学研究科 分子発生学

42 頭部と心臓の発生連関 栗原　裕基 東京大学大学院医学系研究科 分子発生学

◎特別講義（歯学系分野主催）
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No. 講義題目 講師 所属 担当分野

43 歯科領域と膠原病・リウマチ性疾患 亀田　秀人 東邦大学医学部 分子細胞機能学

44 疾患エクソソームの解明と診断治療への応用 落谷　孝広 国立がん研究センター分子細胞治療研究分野 分子細胞機能学

45 Glycationと細胞応答 山本　博 金沢大学医薬保健学総合研究科 分子細胞機能学

46 未定 斉藤　正夫 山梨大学医学部 顎顔面外科学

47 社会とこどもの健康 藤原　武男 国立成育医療研究センター社会医学研究部 顎顔面矯正学

48 福祉工学への招待-ヒトの潜在能力を生かすモノづくり- 伊福部　達 東京大学高齢社会総合研究機構 顎顔面補綴学

49 見て触って聴いて分かる、音声科学 荒井　隆行 上智大学理工学部情報理工学科 顎顔面補綴学

50 音声・対話の分析技術をその応用 木村　晋太 株式会社アニモ 顎顔面補綴学

51 歯周組織再構築の今後の展望（仮題） 村上　伸也 大阪大学大学院歯学研究科 硬組織薬理学

52
生体適合性を有する3次元ナノ・マイクロパターン化足場材料による歯周組織再生
（仮題）

田中　賢 山形大学大学院理工学研究科 硬組織薬理学

53 口腔疾患を司る歯界面科学の創成（仮題） 三浦　佳子 九州大学大学院工学研究院 硬組織薬理学

54
タンパク質機能改変技術による自己免疫疾患の分子病態解明と画期的治療法の開発
（仮題）

角田　慎一 医薬基盤研究所創薬基盤研究部 硬組織薬理学

55 外分泌腺における分泌タンパク質の選別輸送 吉垣　純子 日本大学松戸歯学部 硬組織病態生化学

56 スフィンゴ脂質生合成系の律速酵素の反応制御機構解明 生城　浩子 大阪医科大学医学部 硬組織病態生化学

57 骨免疫学の最前線（仮題） 高柳　広 東京大学大学院医学系研究科 分子情報伝達学

58 骨と多臓器の連関（仮題） 片山　義雄 神戸大学大学院医学研究科 分子情報伝達学

59 歯周病疾患遺伝子の検索 長澤　敏行 北海道医療大学歯学部 歯周病学

60 Periodontal Treatment and Socket Preservation Technique Diego Borgese
Faculty of Medicine and Surgery,
Catholic University of Rome

歯周病学

61 Periimplant Diseases, Revice 3 弘岡　秀明 スウェーデンデンタルセンター 歯周病学

62 いま、ペリオの世界で起きていること。 二階堂　雅彦 二階堂歯科医院歯周病・インプラントクリニック 歯周病学

63 統計学の基礎1 小林　航 千葉商科大学政策情報部 医療経済学

64 統計学の基礎2 小林　航 千葉商科大学政策情報部 医療経済学

65 非市場性サービスの質の評価と生産性の計測 乾　友彦 学習院大学国際社会学部 医療経済学

66 まちなか集積と医療経済分析 伊藤　由希子 東京学芸大学人文社会学系 医療経済学

67 米国での研究留学と臨床留学 林　千絵 吉野歯科診療所 歯学教育開発学

68 口腔機能向上プログラムの地域での実践 佐々木　勝忠 奥州市国保衣川歯科診療所 健康推進歯学

69 世界水準の予防歯科とＧＰ-専門医療の連携を目指して- 築山　雄次 つきやま歯科医院 健康推進歯学

70 「８０２０の里」をめざして～地域歯科保健の実験室…３０年間の報告～ 中田　和明 香美町国民健康保険兎塚歯科診療所 健康推進歯学

71 低付着性ガムの機能評価について（仮題） 坂ノ下　典正 ロッテ中央研究所基礎研究部 スポーツ医歯学

72 ジュニア期の外傷とマウスガード（仮題） 飯沼　光生 朝日大学歯学部 スポーツ医歯学

73 外傷歯における歯髄変化について 中村　幸生 吉田歯科医院 歯学教育システム評価学

74 保険診療の一環としての歯内治療 片岡　博樹 片岡歯科医院 歯学教育システム評価学

75 歯科臨床に役立つ精神医学概論 本村　春彦 川添記念病院精神科 歯科心身医学

76 社会と脳（仮題） 藤井　直敬
理化学研究所脳科学総合研究センター適応知性研
究チーム

歯科心身医学

77 ヒューマンサービス専門職における発達モデル 中嶋　義文 三井記念病院精神科 歯科心身医学

78 医療事故情報収集等事業の現状と展望（仮題） 後　信
日本医療機能評価機構医療事故防止事業部
九州大学病院医療安全管理部

歯科心身医学

79 接着から考えるう蝕治療と修復処置「むし歯は治らない」から始めよう！ 安田　登 キャビネ・ダンテール御茶ノ水 歯科医療行動科学

80 歯周治療と共に26年間の臨床から見えてきたこと 長谷川　嘉和 長谷川歯科医院 歯科医療行動科学

81 天然歯の保存から始まる歯科臨床 斎田　寛之 斎田歯科医院 歯科医療行動科学

82 長期経過症例（15年～30年）から部分床義歯を再考する 豊間　均 日本大学歯学部 歯科医療行動科学
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医歯学総合研究科コース特論 

Basic-Clinical Borderless Education 
 

特論（科目コード：８６０３ １～２年次 ６単位） 

 

 

１．担当教員   ボーダレス教育責任者   

   問合せ先   分子発生学分野 教授 井関 祥子   E-mail s.iseki.emb@tmd.ac.jp 
 

２．授業科目の教育内容および講義日時   

「医歯学総合研究科コース特論」は、コース授業へ参加し、３人指導体制によるresearch progress meetingによっ

て、基礎・臨床融合型教育研究を習得する。 

 

２．１．コース授業 

授業の構成  

   本科目を履修した学生は、下記の５つのコースから１コースを選択し、コース授業を受講する。 

口腔化学・機能コース,  健康科学コース, 発生・再構築学コース, 組織材料工学コース 
英語コース 

                         ＊英語コースは黒字に白抜きの指定授業計１５コマとする。 

口腔化学・機能コース、健康科学コース、発生・再構築学コース、組織材料工学コースは各々コース別９回(日本

語６回＋英語３回)の授業および共通授業（全コース共通）６回の１５回より構成される。共通授業は日本語で行わ

れるが、６回のうち３回の講義におけるスライドは、英語コース選択者も受講するため英語表記である。 

英語コースは口腔化学・機能コース、健康科学コース、発生再構築学コース、組織材料工学コースで各３回行わ

れる英語講義（３×４=１２回）および共通授業（スライド英語表記）３回の１５回により構成される。 

  

教育内容 

各コース授業では、それぞれの研究領域におけるトピックについて基礎研究からその臨床応用の可能性や実際に

ついてその研究手法とともに理解する。共通授業では生命倫理、知的財産、論文の作成法等、研究の遂行上理解し

ておくべき基礎について学ぶ。 

日本語（6コマ）
in Japanese(6lectures)

日本語（6コマ）
in Japanese(6lectures)

日本語（6コマ）
in Japanese(6lectures)

日本語（6コマ）
in Japanese(6lectures)

英語（3コマ）
in English(3lectures)

英語（3コマ）
in English(3lectures)

英語（3コマ）
in English(3lectures)

英語（3コマ）
in English(3lectures)

＋

　　　　

生命倫理関連授業 Bioethics　　

論文作成に関連した必要
知識

Knowledge required to

日本語(2コマ)　in Japanese(2classes)

英語スライド(2コマ） by English slide(2lectures)

日本語(1コマ） in Japanese(1class)

英語スライド(1コマ） by English slide(1lecture)
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Diseases

健康科学コース

Oral Health and 
Education

発生・再構築学コース

Developmental Biology
and Reconstruction

組織材料工学コース

Biomaterials and 
Bioengineering

知財関連授業 Intellectual Property

生命倫理関連授業 Bioethics

論文作成に関連した必要知識

Knowledge required to create a paper
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講義日時 

各講義の日程、講演者、講義場所等は、決定次第、掲示板やホームページ等で通知する。 

    ホームページURL http://www.tmd.ac.jp/dent/cell/borderless/seminar/course.html 
   

２．２．３人指導体制による research progress meeting 

  各大学院生が３人の指導教員（主指導教員１名、副指導教員２名）のもと、research progress meeting を半期に

一度実施する。この指導教員は必ず臨床系教員と基礎系教員を含むこととし、上記のコース授業とともに、大学院

生の所属分野における臨床教育や基礎教育に加え、基礎・臨床融合型教育研究を推進し、研究能力を備えた歯科医

師、臨床指向型研究分野でリードする研究者を育成する。 

research progress meeting では、通常の研究活動でのディスカッションと異なり、テーマの進捗状況の確認、

問題点の抽出および解決を主とする。 

 

３．授業方法 

コース授業 

コース授業は基本的には講義形式で行われ、講義ごとに出席をとる。 

出席数が最も多いコースを選択したコースとみなす。留学生は英語コースを選択することを基本とするが、英語コ

ース以外のコースを選択しても差し支えない。 

 

３人指導体制による research progress meeting 

研究テーマと３名の指導教員を決定後、research progress meeting を開始する。個別に research progress meeting

実施依頼を送付するので、大学院生は自ら３名の指導教員と日程を調整し、research progress meeting を実施してそ

の結果を所定の報告書にまとめ、事務担当者へ提出する。報告書は７月末と１２月末の提出を予定している。research 

progress meeting は学位論文が執筆されるまで実施する。なお、研究テーマおよび指導教員は、遅くとも２年次の半

ばまでに決定する。報告書は最終的に担当教員が確認し、単位認定および研究の進捗状況を把握するデータとなる。 

 

４．講義室 

コース授業が行われる講義室は別途掲示板やホームページ等で通知する。 

３人指導体制によるresearch progress meetingの開催場所は大学院生各自が設定する。 

 

５．評価方法 

  コース授業への出席と取り組み、research progress meetingの報告書により総合的に評価する。 

研究の進捗状況は個々に異なるものであるが、２年次終了時で評価する（長期履修者はこの限りではない）ため、

その時点までに１回以上research progress meetingを実施して報告書を提出することが単位認定の条件となる。 

各コースの第1回目の授業（日本語、英語それぞれの第1回目）でコース全体のガイダンスおよび単位認定について

説明するので出席すること。 

  
６．ホームページ 

コース授業の日程、講演者、講義場所等は、決定次第、下記ホームページで通知する（他、掲示板でも通知する）。 

ホームページ URL http://www.tmd.ac.jp/dent/cell/borderless/seminar/course.html 
 

７．その他 

 研究の進捗状況等によりresearch progress meetingを延期する場合は、必ず主指導教員に相談し、相談の上決定し

た旨と次回の実施時期を事務担当者まで報告すること。学生の判断のみで延期等を決定することは認められない。 

 研究の進捗によって指導教員を変更する場合は、所属分野長より事務担当者への連絡が必要である。 

 research progress meetingは、３年次以降も継続して実施される。  
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Basic-Clinical Borderless Education 
Lecture (Code: 8603, 1st ～2nd year: 6units)  

      
１．Instructors: 
    
   Contact person: Sachiko ISEKI    E-mail  s.iseki.emb@tmd.ac.jp 
   
 
２ Description and Timetable  

This course consists of "course lectures" and "research progress meeting". At the end of the course, 
understanding and exploring the interrelation between the basic and clinical research is achieved. 

 
 Course Lectures 
  Outline:  

Students who take this course will select one of following five lecture series. 
• Oral Biochemistry, Mucosal Biology and Diseases 
• Oral Health and Education 
• Developmental Biology and Reconstruction 
• Biomaterials and Bioengineering 
• Lecture Series in English 

 
Each lecture series comprises 9 field specific lectures and 6 common lectures.  Lecture series in English is 

composed of  three lectures held in English from each research field (total 9 lectures) and 6 common lectures 
in which the slides are presented in English.  

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Each lecture series provides current topics in the research field with the interest in the methods, basic study 
and the possibility of clinical application.  

Common lectures are set up for understanding the bioethics, intellectual properties and the basics 
knowledge required for conducting the research. 

 
For the detail of the lectures including the schedule, venues, please check the website and bulletin board. 
 

 
Research progress meeting 

 Outline: 
 Our program adopted a “Three supervisor system”. For each student, the main supervisor and two 
sub-supervisors are selected from both basic and clinical teaching staffs. 

The three supervisor system works to improve research plans and directions of the student by holding 
regular discussions, and supports students to write papers (thesis).  

*Lectures appeared in white 
letters on the black background 
are designated Lecture Series 
in English.  
 

日本語（6コマ）
in Japanese(6lectures)

日本語（6コマ）
in Japanese(6lectures)

日本語（6コマ）
in Japanese(6lectures)

日本語（6コマ）
in Japanese(6lectures)

英語（3コマ）
in English(3lectures)

英語（3コマ）
in English(3lectures)

英語（3コマ）
in English(3lectures)

英語（3コマ）
in English(3lectures)

＋

　　　　

生命倫理関連授業 Bioethics　　

論文作成に関連した必要
知識

Knowledge required to

日本語(2コマ)　in Japanese(2classes)

英語スライド(2コマ） by English slide(2lectures)

日本語(1コマ） in Japanese(1class)

英語スライド(1コマ） by English slide(1lecture)
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Oral Health and 
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発生・再構築学コース

Developmental Biology
and Reconstruction

組織材料工学コース

Biomaterials and 
Bioengineering

知財関連授業 Intellectual Property

生命倫理関連授業 Bioethics

論文作成に関連した必要知識

Knowledge required to create a paper
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 By the middle of 2nd year grade three supervisors are selected according to the research theme of each 
student. A notice of research progress meeting is issued by Educational Planning Section twice a year and 
students arrange their meeting with their supervisors. After the meeting, a report with the fixed form is 
submitted to Educational Planning Section. The submission deadline is the end of July and December. The 
submission of the report is required for credit earning, and the data is used to verify the research progress and 
focus on problems. 
 

Note: 
In case of postponement of the research progress meeting, consult with the main-supervisor and inform 

Educational Planning Section. Change of the supervisor shall be discussed with the professor of affiliated 
section and informed to Educational Planning Section. Research progress meeting is carried out until 
completion of writing the manuscript. 
 

３．Course Format: 
 Course Lectures and group discussion (research progress meeting) 

 
４．Venue: 

 For venues and other detailed information, please check the website and bulletin board. 
For the research progress meeting, the students arrange the venue by themselves. 

 
５．Grading: 

 Evaluation will be given according to the participation in the lecture series and report submission of the 
research progress meeting. The research progress meeting report needs to be submitted more than once by 
the end of 2nd year,. 
Course outline is introduced at the first lecture of each lecture series, therefore registered students are asked 
to attend it. 

 
６．Notes: 

For detailed information, please check the website and bulletin board. 
URL http://www.tmd.ac.jp/dent/cell/borderless/seminar/course.html 
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《共通科目》 

包括臨床演習 

Comprehensive dental clinical practice 
 

演 習（科目コード：８６０４ １～４年次 ８単位） 
 
 
1．担当教員 

包括臨床演習責任者 
問合せ先 高齢者歯科学分野 水口 俊介  E-mail  s.minakuchi.gerd＠tmd.ac.jp 

 
2．授業科目の教育内容及び講義日時 

 〈目的・概要〉 
    医歯学総合研究科博士課程（歯学系臨床分野）では、臨床に特化した教育を行っている。所属分野が指定する複数

の分野の臨床演習を、副専攻分野のコースプログラムとして受講することにより、包括的な臨床知識、技術を習得す

る演習科目である。本演習の受講に関しては、所属分野長と受講する副専攻分野の分野長、および包括臨床演習責任

者の承認が必要となる。日程等については所属分野長、受講する副専攻分野の分野長、および包括臨床演習責任者の

合議によって個別に決定する。 
 
3．科目登録および選抜について 

 １）本科目の特性により、履修は歯科医師免許を有する臨床系分野に所属する者に限る。 

 ２）本科目は１年次から４年時までの４年間を通じて履修する。選抜された学生のみに履修を許可する。 

     ４月 履修届の提出（他の科目と同様） 

     ８月 履修許可者の選抜 

    １０月 履修開始 

 ３）長期履修者は本科目の履修を認めない。 

 
4．評価方法 

 出席状況および臨床ケースプレゼンテーション、口頭試問などによって判定される。 
 １）所属分野長および副専攻分野長から提出される評価報告書、ポートフォリオと出席状況、および臨床技術評価委員

会におけるプレゼンテーション、口頭試問などによって判定される。 
 ２）各年次末（３月）にその年度での達成状況を評価し、次年度の受講の可否を判定する。 

評価の結果次第では次年度の履修を許可しない。 
 ３）単位認定は４年次末とする。在学延長しての履修継続は認めない。 
 

5．その他 

  単位認定が４年次末であることから、単位が修得できなかった場合、改めて別科目を履修することができない。本科

目を含めずに３０単位以上科目登録すること。 
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《共通科目》 

先端口腔科学特論 

Frontier Oral and Maxillofacial Health Sciences 
 

演 習（科目コード：     １～２年次 ４単位） 
 
 

1．担当教員 

 

2．授業科目の教育内容及び講義日時 

   

  休  講 
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（科目コード： ６３０１ １年次 １単位）

１．担当教員

科目責任者

２．主な講義場所

３．授業目的、概要等

　授業目的

　概要

４．授業の到達目標

５．授業方法

６．授業内容

７．成績評価の方法

８．準備学習等についての具体的な指示

　疾患予防科学における現状と課題の体系的な理解と鳥瞰的な視点の獲得を到達目標とする。

　疾患予防科学の第一線で活躍する多彩な講師を招聘し、学生参加型の対話型講義を行う（少人数ラウンドテーブル方
式）。

別表。各回の講義内容の詳細は、以下のWEBに掲載するシラバスを参考のこと。
http://gks.tmd.ac.jp/dpsc/

講義への参加40%、講義時の質疑など30%、レポート30%として評価する。

特になし。ただし予習用の資料として、参考文献・参考図書等が事前に知らされることがある。

小林　哲幸 お茶の水女子大学・教授 　

別表のとおり

　本講義では、疾患予防科学における学術界や産業界における様々な取り組みを取り上げ、疾患予防科学に置ける現状
と課題を体系的に理解することを目的とする。

　学術界や産業界における疾患予防における様々な取り組みを紹介し、疾患予防に関する現状と課題を教授する。

科目担当者

中村　桂子 TMDU国際保健医療協力学分野・准教授 nakamura.ith＠tmd.ac.jp

川口　陽子 TMDU健康推進歯学分野・教授 yoko.ohp＠tmd.ac.jp

小林　義典 北里大学・教授 　

松浦　知和 　東京慈恵会医科大学・教授 　

 成川　衛 北里大学・准教授

岡本　治正 　学習院大学・教授 　

疾患予防科学概論Ⅰ
Holistic Study of Disease Prevention Ⅰ

名前 分野・職名 連絡先

竹本　佳弘 TMDU生体材料工学研究所・特任教授 takemoto.mech＠tmd.ac.jp

村松　正明 TMDU分子疫学分野・教授 　
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９．参考書

１０．履修上の注意事項

１１．オフィスアワー

１２．備考

別表

回数

(金)

(金)

(土)

(水)

(金)

(金)

(金)

(金)

松浦　知和

19：00～20：30 （２２号館１階第２会議室）

8
6月5日 脂質学分野：脂質栄養学と疾患予防

小林　哲幸
19：00～20：30 （研究室訪問：お茶の水女子大学）

19：00～20：30 （研究室訪問：２２号館１階第２会議室）

7
5月29日

ビタミン学分野：
ビタミン学分野における予防の試み

小林　義典
10：00～12:00 （研究室訪問：北里大学、東洋医学資料室）

4
4月22日

19：00～20：30 （研究室訪問：学習院大学）

6
5月22日 遺伝学分野：全ゲノムを用いたアプローチ

村松　正明

薬学分野：薬学と疾患予防
 成川 衛

19：00～20：30 （研究室訪問：北里大学）

5
5月15日 生物学分野：神経科学（疾患の基礎）

岡本　治正

学生参加型の講義であるため参加は必須とする。
本講義は日本語で実施する。英語による講義を希望する学生は、秋に開講するHolistic Study of Disease Prevention Iを
受講すること。

随時、但し事前にメールにて予約。　科目責任者　生体材料工学研究所　竹本特任教授室

　本科目は疾患予防科学コース生（生命理工学系専攻）の必修科目である。コース生以外の履修も受け入れるが、少人数
ラウンドテーブル方式の講義のため、履修希望者が多数の場合はコース生以外の履修者を制限することがある。
　本科目では研究室訪問を予定している。ここでいう研究室訪問とは、講義の際に本科目の講師の大学や研究所を訪問
し、講義に加えてその前後に研究機関や研究室を見学する学習スタイルである。
　研究室訪問を通して講義受講者の知見を広げることと、将来のネットワーク作りを目的としている。本科目の研究室訪問
先としては、学内の研究室に加えて、学際生命科学東京コンソーシアムの連携校であるお茶の水女子大学、北里大学、学
習院大学の各研究室を訪問する予定である。

授業日時 授業内容及び開催場所 担当教員

1
4月10日 医学分野：医学分野における予防学概論

中村　桂子
19：00～20：30 （２２号館１階第２会議室）

2
4月17日 歯学分野：歯学分野における予防学概論

川口　陽子
19：00～20：30 （２２号館１階第２会議室）

3
4月18日 薬学分野：東洋医学と疾患予防

特になし。
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(Code: 6302 1st year 1 units）

１．Instructors:

Chief
Instructor

２．Classroom/Lab

３．Course Purpose and Outline

　Course Purpose

　Outline

４．Course Objective(s)

５．Format

６．Course Description and Timetable

７．Grading System

８．Prerequisite Reading

９．Reference Materials

１０．Important Course Requirements

１１．Office hours

TBD TBD 　

    Next Page

Holistic Study of Disease Prevention I

 Contact person: Yoshihiro Takemoto, Ph.D., Professor　ＴＥＬ　+81-3-5280-8134
 E-mail　takemoto.mech＠tmd.ac.jp

Name Course/ Title Contact Information

Yoshihiro Takemoto
Institute of Biomaterials and Bioengineering,

TMDU / Professor
takemoto.mech＠tmd.ac.jp

    Participation (40%), question and answer (30%), and reports (30%).

    None. However, there may be reference texts and essays announced before lessons.

    Acquiring an overview of disease prevention sciences.

    This lecture course offers an overview of various disciplines ranging from medicine to sociology, enabling students gain
an overall grasp of each subject and extensively study current issues surrounding disease prevention sciences.

    This course will provide a broad-based education that helps to develop a comprehensive overview of the field of
Disease Prevention Sciences.

　The leading experts in disease prevention science will be invited and the course will focus on student participation and
discussion (small discussion groups will be arranged round-table style).

    References may be introduced by instructors prior to their lectures.

    Attendance is mandatory for interactive course learning.

    Weekdays only: Students must e-mail Yoshihiro Takemoto in advance in order to make an appointment.

    Next Page
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１２．Note(s) to students

No

    Due to the style of this course, enrollment will be limited, with priority given to Disease Prevention Science Course
(DPSC) students.  In this course, several visits to research labs will be carried out. Research lab visits refer to a teaching
style wherein students visit the university or research lab of the instructor for the lesson and take a tour of the research
facility and research labs in addition to the lesson.
    Through research lab visits, students will be able to widen their perpsectives and make vital networking for their
future.

Schedule

Day
Time

Topics
Venue

Instructor

2
Wed., 11 Nov 　TBD

　TBD

19：00～20：30 （Floor 1, Building 22.）

1
Wed., 4 Nov 　TBD

　TBD

19：00～20：30 （Floor 1, Building 22.）

4
Wed., 25 Nov 　TBD

　TBD

19：00～20：30 （Floor 1, Building 22.）

3
Wed., 18 Nov 　TBD

　TBD

19：00～20：30 （Floor 1, Building 22.）

6
Wed., 9 Dec 　TBD

　TBD

19：00～20：30 （Floor 1, Building 22.）

5
Wed., 2 Dec 　TBD

　TBD

19：00～20：30 （Floor 1, Building 22.）

8
　Wed., 13 Jan 　TBD

　TBD

19：00～20：30 （Floor 1, Building 22.）

7
Wed. 16 Dec 　TBD

　TBD

19：00～20：30 （Floor 1, Building 22.）
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特　　　論 （科目コード： ８６０６
１～３年次の

いずれか ２単位）

１．担当教員

科目責任者

２．主な講義場所

３．授業目的、概要等

４．授業の到達目標

５．授業方法

高田和生 医歯学融合教育支援センター

吉田雅幸 生命倫理研究センター

木津喜雅 健康推進医学分野

清野薫子 国際保健医療協力学分野

・疾患予防におけるパブリックヘルスの概念を説明できる
・国際的な疾病状況と疾患予防の基礎的事項を説明できる
・疾患予防の医学研究について説明できる
・国際医学研究における倫理的事項を説明できる
・疾患予防に関わる国境を越えた課題を説明できる

人体病理学分野

山岡昇司 ウイルス制御学分野

科目担当者

疾患予防パブリックヘルス医学概論
Overview of Public Health Medicine in Disease Prevention

３号館６階　大学院特別講義室

疾患予防の研究、診療、地域実践、政策領域で国際的にリーダーシップを発揮することを目指す人材が、国際的な疾
病状況をふまえた上での疾患予防に関わるパブリックヘルス医学の知識、技術を修得し、疾患予防の幅広い領域の
研究教育、実務に携わる基本能力を獲得することを目的とする。

氏名 所属 連絡先

太田伸生 国際環境寄生虫病学分野 matata.vip@tmd.ac.jp

中村桂子 国際保健医療協力学分野

江石義信

授業は英語で行う。
外国人学生、日本人学生が同じ授業に参加する。
医歯学系、生命理工学系の学生が同じ授業で学習する。
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６．授業内容

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

７．成績評価の方法

８．準備学習等についての具体的な指示

９．参考書

１０．履修上の注意事項

１２．オフィスアワー

１３．備考

2016年1月12日（火）
17:00-18:30, 18:40-20:10

グローバルコミュニケーション
※講義場所：M&Dタワー8階南　グローバル
キャリア支援室　G-Lab

木津喜雅

日時

清野薫子
2016年1月19日（火）
16:00-17:30, 17:40-19:10

高田和生

生活習慣病予防

2016年1月5日（火）
16:00-17:30, 17:40-19:10

医学研究倫理

グローバルパブリックヘルス 中村桂子

2015年11月24日（火）
16:00-17:30, 17:40-19:10

ヘルスプロモーション

2015年11月17日（火）
16:00-17:30, 17:40-19:10

2015年12月15日（火）
16:00-17:30, 17:40-19:10

感染症予防

吉田雅幸

2015年12月8日（火）
16:00-17:30, 17:40-19:10

江石義信

山岡昇司

がん予防

太田伸生環境医学

講義題目 講師

日本人学生、留学生が参加し、疾病予防に関わるテーマについて英語による授業を行います。疾患予防のグローバ
ルリーダー育成の一環として位置づけています。

事前に教材を配布された場合は、指示に従い十分な学習を行うこと。

必要に応じて授業中に提示する。

「疾患予防グローバルリーダープログラム」の必修科目であり、「疾患予防グローバルリーダープログラム」の選考により
入学した学生（パブリックヘルス医学コース（医系）、生命理工学コース（生命理工）の両コースの学生）は、必ず履修
が必要です。
医歯学系（博士課程）、生命理工学系（博士課程）に、その他の一般選考で入学した学生においても、本科目を選択
することが可能です。

１１．英語講義の予定（availability in English）

可（本科目は、英語により授業を行う。）

問合せ先　国際環境寄生虫病学分野　太田　伸生　E-mail matata.vip@tmd.ac.jp

授業への参加状況およびレポートに基づいて総合的に評価を行う。

2015年11月10日（火）
16:00-17:30, 17:40-19:10
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Lecture （code： ８６０６
one of the
1st～3rd

：2units）

1. Instructor(s)

Chief
Instructor

2. Classroom/Lab

3. Course Purpose and Outline

4. Course Objective(s)

5. Format

Contact InformationDepartmentName

Nobuo Ohta

Professional Development in Health Sciences

matata.vip@tmd.ac.jp

Shoji Yamaoka Molecular Virology

Overview of Public Health Medicine in
Disease Prevention

6th Floor, Building 3

This course offers a general introduction to public health medicine, addressing fundamental topics and basic
measures required for a global leader in disease prevention. The course focuses on development of essential
knowledge and skills for global disease prevention through lectures and discussions based on selected case studies.

At the end of the course, participants will be able to:
1)  Describe the roles and responsibilities of public health in disease prevention
2)  Describe the global distribution and causes of major diseases, injuries and health risk factors, and the main
prevention and control strategies
3)  Describe and apply the basic principles and methods of medical research to disease prevention
4)  Describe the main ethical issues in international medical research
5)  Describe cross-border health issues in relation to globalization

Yoshinobu Eishi Human Pathology

Keiko Nakamura

Masashi Kizuki

Kaoruko Seino

Kazuki Takada

Masayuki Yoshida

Environmental Parasitology

International Health and Medicine

Health Promotion

International Health and Medicine

Life Sciences and Bioethics

Lectures, group discussions, and team project. All programs are conducted in English.
International students and Japanese students attend the same class and use English in the classroom.
Students from the Medical and Dental Science or Biomedical Science departments are both welcome to the course.

Instructors
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6. Course Description and Timetable

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

7. Grading System

8. Prerequisite Reading

9. Reference Materials

10. Important Course Requirements

11. Availability in English

12. Office Hour

13. Note(s) to students

Students and instuructors use English through the course.

Please contact Prof. Nobuo Ohta at matata.vip@tmd.ac.jp

Both international and Japanese students participate in the same program provided in English and learn together on
public health medicine in disease prevention. The couse is a core part of nuturing global leaers in disease prevention
that TMDU provides.

Grades are based on attendance at lectures, performances on assigments, and levels of attitude, skills and
knowledge.

When reading materials are distributed or specified in advance, participants are expected to read those materials
beforehand.

To be announced before or during individual classes, when relevant.

This is a required course for students of "Disease Prevention Global Leader Program (DP-GLP)". PhD candidates at
departments of Medical and Dental Science and Biomedical Science who are enrolled in this program through a
special selection must attain credits from this course.
PhD candidates of general selection at departments of Medical and Dental Science and Biomedical Science can also
participate in this course.

Tuesday, 17 Nov, 2015
16:00-17:30, 17:40-19:10

Keiko Nakamura

Tuesday, 10 Nov, 2015
16:00-17:30, 17:40-19:10

Health and environment Nobuo Ohta

Day
Time

Topics Instructor

Global public health

Health promotion

Tuesday, 19 Jan, 2016
16:00-17:30, 17:40-19:10

Prevention and control of non-communicable
disease

Tuesday, 8 Dec, 2015
16:00-17:30, 17:40-19:10

Tuesday, 15 Dec, 2015
16:00-17:30, 17:40-19:10

Tuesday, 12 Jan, 2016
17:00-18:30, 18:40-20:10

Tuesday, 5 Jan, 2016
16:00-17:30, 17:40-19:10

Prevention and control of cancer

Prevention and control of communicable
disease

Global communication and leadership
(Venue: G-Lab, 8th Floor south, M&D
Tower)

Ethics in medical research

Tuesday, 24 Nov, 2015
16:00-17:30, 17:40-19:10

Masashi Kizuki

Kaoruko Seino

Yoshinobu Eishi

Shoji Yamaoka

Kazuki Takada

Masayuki Yoshida
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参加可能プログラム

研究実習

参加可能プログラム

７．成績評価の方法

８．準備学習等についての具体的な指示

９．参考書

１０．履修上の注意事項

１２．オフィスアワー

１３．備考

事前に参考書・論文等の指示があった場合は予習しておくこと

特になし

臨床検査実習　随時
臨床実習（患者治療）　週4.5時間
臨床見学（治療、診断）　毎週火・金曜日　9：00～12：00
症例検討会　随時
診断学・治療学実習（基本手技・タイポドント）　随時
社会関連演習　随時
教室セミナー　毎週水・金曜日　17：00～19：00

外力に対する顎顔面形態や機能の生物学的応答機構、ならびにその増齢に伴う変化について、実験系を通じて理解する。さら
に、咬合機能矯正学における課題の抽出、解決を目的として、種々の研究手法を駆使した研究計画の立案、研究方法の確
立、実験的検討を行う。

研究実習　随時
研究セミナー　随時

討議、議論、演習、研究実習への参加状況や、発表・発言等といった参画状況を判断して評価する。
加えて、研究内容、各種研究や研究会議への関与の程度、学会発表の回数等に基づいて総合的な評価を行う。

Contemporary Orthodontics 5th edition, Proffit WR, Elsevier Mosby, 2013, ISBN: 9780323083171
咬合機能矯正学研究、歯科矯正臨床に関する参考書・論文については多岐にわたるため、その都度指示する。

止むを得ず欠席する場合は事前に申し出ること

１１．英語による授業の対応可否（availability in English）
可

問合せ先　咬合機能矯正学分野　小野　卓史　月・水　16:00-17:00　E-mail　t.ono.orts＠tmd.ac.jp
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特　　　論 （科目コード： ８１５１ １年次 ６単位）
演　　　習 （科目コード： ８１５２ １～２年次 ４単位）
研究実習 （科目コード： ８１５３ ２～３年次 ８単位）

１．担当教員

２．主な講義場所

３．授業目的、概要等

４．授業の到達目標

５．授業方法

６．授業内容
日時が明確でないプログラムについては、適宜、担当教員に確認すること。

特論

参加可能プログラム

演習

参加可能プログラム

研究実習

参加可能プログラム

歯の硬組織疾患の病態を理解する。
歯の硬組織疾患の予防法・治療法を習得し、それらに用いる器材について理解する。
歯の硬組織疾患に関する研究手法を習得する。

う蝕制御学
Cariology and Operative Dentistry

教授　田上　順次　　准教授　大槻　昌幸
講師　二階堂　徹　　中島　正俊
助教　島田　康史　　北迫　勇一　　吉川　孝子　　井上　剛　　保坂　啓一　　高垣　智博　　高橋 礼奈

プログラムにより異なるので、受講前に担当教員に確認すること。

う蝕等の歯の硬組織疾患の診断・予防・治療やこれらに用いる器材に関する知識を習得・統合し、それらに関する研究手法を習
得する。

演習の一部と実験はマンツーマンでの指導が必要なため少人数制とする。より質の高い討論・実験が行えるよう、大学院生以外
の研究者の参加を認める。

う蝕に関する幅広い知識を得るとともに、その予防、処置、修復、ならびに、再発防止について保存修復学的見地から知識を統
合することを目的とする。う蝕の形態・診断、接着性修復材料の生体材料学的特性、最新の臨床技法などについて解説する。

大学院講義　原則として4～12月の毎水曜日17:40～19:00
大学院特別講義　原則として1～3月の毎水曜日15:00～17:00
大学院セミナー　月～金の17:00以降（不定期）

う蝕および接着性修復材料に関する基礎的および臨床的な最新の研究成果を理解し、研究課題を抽出することを目的とする。
実験結果についてのグループ討論、研究論文の抄読、ならびに、学会予行等を通じて、実験方法の理解、研究計画の立案等
を行う。

研究グループ討論　月～金の17:00以降（不定期）
学会予行　原則として学会開催前１か月以内の水曜日17:00以降

う蝕および接着性修復材料の特性を明らかにするために各種試験法を習得し実施することを目的とする。動物を用いたう蝕に
関する実験、材料の物性試験、接着試験、ならびに、生体安全性試験等を立案した研究計画に従って実施する。

各研究グループへの参加
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７．成績評価の方法

８．準備学習等についての具体的な指示

９．参考書

１０．履修上の注意事項

１２．オフィスアワー

１３．備考

特論は参加状況、客観試験等により総合的に評価する。
演習は参加状況により評価する。
研究実習は、参加状況と得られた研究成果により評価する。

演習・研究実習への参加は特論受講者に限る。

関連する参考書・文献等を予め読んでおくことが望ましい。

保存修復学２１ 第4版, 永末書店
Fundamentals of Operative Dentistry, Quintessence
Art and science of operative dentistry , Mosby

特になし

１１．英語による授業の対応可否（availability in English）
可

問合せ先　う蝕制御学分野　大槻　昌幸　　E-mail　otsuki.ope＠tmd.ac.jp
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特　　　論 （科目コード： ８１６１ １年次 ６単位）
演　　　習 （科目コード： ８１６２ １～２年次 ４単位）
研究実習 （科目コード： ８１６３ ２～３年次 ８単位）

１．担当教員

２．主な講義場所

３．授業目的、概要等

４．授業の到達目標

５．授業方法

６．授業内容
日時が明確でないプログラムについては、適宜、担当教員に確認すること。

特論

参加可能プログラム

演習

参加可能プログラム

研究実習

参加可能プログラム

少人数制とすることにより受講者の積極的参加を促し、課題探索を志向する検討方式で行う。

適正な摂食機能を維持あるいは創造する上で、必要な関連課題について統合的に解説する。特に生物学的な観点から、歯質
及び歯の欠損によって生じた口腔・顎並びに周囲組織の形態、機能、審美性の障害の回復法と回復した状態をいかにして維
持させるかについて解説する。

大学院講義　　10月14日～12月１6日　毎週水曜日　17：30～19：00
大学院特別講義　随時
大学院セミナー　随時
抄読会　毎週木曜日　17：00～18：00

半調節性咬合器を使用して、下顎運動ならびに咬合器における下顎運動の再現性について学び、咬合器の調節機構が補綴
物の咬合面形態へ及ぼす影響について検討する。

新人研修セミナー　随時

下顎運動測定法、咀嚼効率測定法、咬合機能の検査法（咬合接触、歯の変位、咬合力）などの基礎的実験法を身につけ、口
腔機能の診断法について習得する。

研究グループの参加　随時

顎口腔系に調和した歯冠修復法が修得できる。
生体に調和した新規歯冠修復材料が理解できる。

摂食機能保存学
Fixed Prosthodontics

教授　三浦　宏之　　准教授　吉田　恵一　　講師　　岡田　大蔵　　駒田　亘
助教　進　千春　　大竹　志保　　大森　哲　　根本　怜奈
非常勤講師　坂東　永一　　佐々木　啓一　　中野　雅徳

プログラムにより異なるので、受講前に担当教員に確認すること。

顎口腔機能系に調和した歯冠修復法，生体に調和した歯科材料など，最新の研究結果を基にして，歯冠修復に関して受講者
が多方面からの知識が深まるよう授業を行う。
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７．成績評価の方法

８．準備学習等についての具体的な指示

９．参考書

１０．履修上の注意事項

１２．オフィスアワー

１３．備考
特になし

特になし

特になし

特になし

１１．英語による授業の対応可否（availability in English）
可

問合せ先　摂食機能保存学分野　岡田　大蔵　　毎週火曜日　１７時～１８時　E-mail　d.okada.fpro＠tmd.ac.jp

講義、演習、研究実習への参加状況や、発表・発言等を判断して包括的に評価する。
加えて、研究内容や研究会議への関与の程度に基づいて総合的な評価を行う。
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特　　　論 （科目コード： ８１７１ １年次 ６単位）
演　　　習 （科目コード： ８１７２ １～２年次 ４単位）
研究実習 （科目コード： ８１７３ ２～３年次 ８単位）

１．担当教員

２．主な講義場所

３．授業目的、概要等

４．授業の到達目標

５．授業方法

６．授業内容
日時が明確でないプログラムについては、適宜、担当教員に確認すること。

特論

参加可能プログラム

演習

参加可能プログラム

研究実習

参加可能プログラム

７．成績評価の方法

歯髄疾患および根尖性歯周疾患の病態生物学的発症機構、歯髄再生の学理と研究の現況、および、歯内疾患における先端
的診断技法や治療術式を説明できる。

歯髄生物学
Pulp Biology and Endodontics

教授　興地　隆史　　准教授　砂川　光宏　　講師　竹田　淳志　　池田　英治
助教　海老原　新　　川島　伸之　　松本　宏之　　和達　礼子　　鈴木　規元　　渡辺　聡　　河村　隼
非常勤講師　安生　智郎　　高橋　里美　　林　洋介

講義は7号館（歯学部校舎棟）2階第三講義室で行う。
他はプログラムによって異なるので、事前に担当教員に確認すること。

歯髄疾患および根尖性歯周疾患に対する臨床的問題解決能力を向上させるために、これらの疾患の発症機構や歯髄の再生
に関する生物的知見、あるいは歯内治療の先端的診断技法と術式の動向について講義・実習を行う。

講義は英語で行う。受講者の積極的な参加を促すため、可能な限り質問・討論の場を多く設定する。

歯髄疾患および根尖性歯周疾患の免疫学的・病態生理学的発症機構、歯髄再生の学理と研究の現況、および画像診断、歯
髄保存療法、レーザーの応用など歯内治療の臨床トピックに関する講義を行う。

大学院講義　12月～2月　毎週金曜日　10:00～12:00
大学院特別講義　12月～2月の木曜日（詳細は後日通知）
論文抄読会　毎週木曜日　17:00～18:00

歯の痛みの診断とその対策、歯髄保護の実際、複雑な根管系への対応、外科的歯内療法の臨床例等を中心に、多様な臨床
症例の問題解決法を演習する。

症例検討・報告会　毎週木曜日　18:00～19:00

レ－ザ－実験、免疫組織化学実験等を実習し、歯内療法に応用するための実験計画を創案する。

研究グル－プへの参加　随時

講義、演習、研究実習への参加状況及び取組姿勢に基づいて５段階評価（4, 3, 2, 1, 0）を行う。
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７．成績評価の方法

８．準備学習等についての具体的な指示

９．参考書

１０．履修上の注意事項

１２．オフィスアワー

１３．備考

講義、演習、研究実習への参加及び研究内容の外部発表（学会、論文）状況等に基づき、以下の割合を目安に評価を行う。
　○講義、演習、研究実習への参加状況：８０％
　○研究内容の外部発表（学会、論文）状況等：２０％

特になし

細胞生物学、生体材料学、口腔解剖学、生理学、薬理学、病理学、放射線医学、口腔外科学、歯周病学、補綴学に関する広
い知識が必要なので、これらの教科書に目を通してきてください。国際誌に掲載された論文で、自分の研究に関連したあるいは
自分が興味を持った論文を読んで、その論文の内容について英語で簡潔に1～2分で紹介できる能力を付けてください。

・Clinical Periodontology and Implant Dentistry. Jan Lindhe /Wiley-Blackwell
・Dental Implant Prosthetics. Carl E. Misch /Publisher:Elsevier MOSBY

特になし

１１．英語による授業の対応可否（availability in English）
可

問合せ先　インプラント・口腔再生医学分野　春日井　昇平　E-mail　kas.mfc＠tmd.ac.jp




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































